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防災科研のスーパーコンピュータは
　　　　　　　　　こんなに進化した

図２　現在のスーパーコンピュータシステム図１　初代のスーパーコンピュータシステム

　私たちの研究所では、平成４ (1992) 

年３月より、スーパーコンピュータシ

ステムを導入しています。当時は、国

の研究機関でスーパーコンピュータを

設置しているところは少なく、多くの

注目を集めました。

 スーパーコンピュータとは？

　コンピュータの計算スピードは１秒

間に何回かけ算やたし算を行う能力が

あるかで測っています。１秒間に10億

回のかけ算やたし算を行う能力がある

時、計算スピードは１ギガフロップス

と呼んでいます。

　スーパーコンピュータの定義は時代

とともに変化し、導入当時は０.１ギガ

フロップス以上のものをスーパーコン

ピュータと呼んでいたのが､現在は100

ギガフロップス以上のものをいいます。

�スーパーコンピュータには２種類の

ものがあります。ベクトル型計算機と

超並列型計算機です。

�ベクトル型計算機は、ベクトルや行

列の計算を高速に行うために専用に作

られた計算機で、スーパーコンピュー

タというものが登場した当時はもっぱ

らこちらだけをスーパーコンピュータ

と呼んでいました。現在開発されてい

る「地球シミュレータ」という世界最

高速のマシンもこのタイプです。

�超並列型計算機は、パソコンやワー

クステーションで使われている汎用の

計算用のチップをたくさん並べて、同

時に計算を行うように作られた計算機

です。計算用チップの低価格化ととも

に、こちらの方が主流になりつつあり

ます。

１号機はパソコン並み？

�私たちの研究所で導入した初代の

スーパーコンピュータは、米国クレイ

・リサーチ社のCRAY Y-MP2Eという

ベクトル型計算機でした (図１)。ベク

トル計算用の演算装置を２個持ってお

り、計算スピードは最高１ギガフロッ

プス、主記憶容量（メモリ容量) は512

メガバイト、ハードディスクの容量は

50ギガバイトでした｡これは､当時の世

界のスーパーコンピュータの中でもひ

けをとらないものでした。スーパーコ

ンピュータでは計算やデータのやりと

りを効率よく行うための工夫がなされ

ているため、パソコンと単純に比較す

ることはできませんが、現在のパソコ

ンの計算スピードは速いもので最高数

ギガフロップス、メモリやハードディ

スクも初期のスーパーコンピュータと

同程度以上のものを搭載している場合

があります。この10年間でいかに計算

スピードや記憶容量が増したがわかり

ます。

現システムは２機種

　現在利用されている、２代目のスー

パーコンピュータシステムは、平成９

 (1997) 年３月に導入されました。メイ

ンとなるスーパーコンピュータは２種

類で、１つは米国クレイ・リサーチ社

(当時) のCray T932というベクトル型計

算機、もう１つが同社の Cray T3Eとい

う超並列型計算機です（図２）。

　T932はベクトル計算用の演算装置を

32個持っており、計算スピードが最高

56ギガフロップス、メモリが８ギガバ

イト､ハードディスクが900ギガバイト

あります。

　T3Eはパソコンクラスの演算処理装

置を192個持っており､計算スピードが

最高96ギガフロップス、メモリが24ギ

ガバイト､ハードディスクが270ギガバ

イトあります。両方あわせると、初代

のシステムに比べて、計算スピードも

記憶容量も数十倍になっています。

来年度に３代目を導入

�来年度からは、３代目のスーパーコ

ンピュータシステムが導入される予定

です。

�次期システムは、現在のものに比べ

て、システム全体で計算スピードが数

倍、メモリやハードディスクの容量が

十数倍のものになる予定です。

�これにより､私たちの研究所で行って

いる地球規模の気候変動のシミュレー

ションや強震動のシミュレーションな

どのより大規模な計算が可能になるだ

けでなく、条件を少しずつ変えて多数

の計算を行うことが可能になります。

�また、筑波研究学園都市内を高速な

ネットワークでつなぎ、各研究機関の

スーパーコンピュータを相互利用する

「つくばWAN (Wide Area Network の略) 

計画」に私たちの研究所も参加し、次

期システムはその一翼を担うことにな

ります。
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